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AOZORA NEWS

さんだや

朝夕には冷たい風が肌に触れ、季節の移り変わりを感じる頃となりました。前回は「食欲の秋」、あおぞら園の給食に
ついて書かせていただきました。今回は「芸術の秋」、あおぞら園のアートのお話をさせていただきたいと思います。
　あおぞら園での製作遊びは、感触遊びを楽しむことがメインです。いろいろな素材の感触を楽しんだり、自分が筆を動
かすと「色がでてきた」と、自分が何かをすることで、ものが変化していくのを楽しんだりしています。感触遊びをたく
さん楽しむと「もっとやりたい」という気持ちが育まれ、その気持ちが「表現したい」という思いの土台をつくっていきます。
お絵描き遊びでは、こどもがやりたいと思ったときには見守り、たく

さん褒めることを大切にしています。はじめは、ペンやクレヨンでなぐ
り描きをしていたこどもたちが、少しずつしっかりと握り、力強く描く
ことができるようになってきました。自分の好きな時に好きなように描
ける環境があれば、描くことを楽しい、面白いと感じ、自信をもっての
びのびと表現できるようになります。こどもたちは、自分の好きな色を
使い自分の好きなようにお絵描きすることで、言葉では表せない感情や
気持ちを表現できるようになっていきます。そして、お絵描きで感情を
表出することで、情緒の安定にもつながっていきます。これからも、こ
どもたちといっしょに、たくさんの「楽しい！」を探していきたいと思
います。

　先日、明石養護学校で開催されています「明石の会」のズーム研修で、
あおぞら園の取り組みについてお話をさせていただきました。初めに、
あおぞら園の概要についてお話させていただき、つぎに、健康教育、
給食、就学準備についてお話させていただきました。こんな機会をい
ただけてとても嬉しく思います。明石の会でお話させていただくこと
で、あおぞら園の取り組みを各担当職員が文章にまとめることができ、
それを職員間で共有することができました。そして、学校園の先生方
や支援をされている方に聞いていただけて、とても感謝しています。
これからも、こどもたちを中心にした連携の輪が広がっていけるよう、
いろいろな方々と繋がれる機会を大切にしていきたいと思います。

久しぶりのあおぞら園で思うこと ～人とのつながりの大切さ～

浅原奈緒子園長のご挨拶

あおぞら園・きらきら内部研修 ～食事について考える～

先日食事に関する内部研修を行いました。他施設での偏食に対応した取り組みや、
実際にあおぞら園で上手くいった事例について共有しました。
食事はご家庭と連携を取りながら進めていく事が大切です。これからもご家庭の
様子をお聞きしながら子ども達が楽しく、食べる事が好きになるような支援を考
えていきたいと思います。
また、あおぞら園の給食では、子ども達が五感で味わう事が出来るように工夫

して調理されたメニューが提供されています。例えば、春巻きが提供される日には、
春巻きの皮の素揚げも提供しています。具材が苦手なお子さんやカリカリとした食感を好むお子さんに人気です。今
後もあおぞら園の子ども達に応じた給食のメニューを給食部の皆さんといっしょに検討していきたいと思います。（酒井）
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今年も８月下旬にあおぞら園、きらきらフェスティバルを開催しました。例年であれば、在園児、保護者の方だけでな
く、ごきょうだいも招待し、夏祭りを楽しんでいただく一大イベントですが、昨年に引き続き、規模を縮小して開催しま
した。あおぞら園では「お祭りあそび」として、ご家庭で描いていただいたちょうちんを飾り、魚つりや輪投げ、くじ引
きなどを楽しみました。きらきらでもちょうちんを飾り、親子でかき氷を食べました。目の前で氷が削られる様子に興味
を持つ姿や美味しそうに食べる姿が見られ、夏ならではの行事を行うことができました。
例年のフェスティバルでは夏祭りを楽しむだけではなく、きょうだい児支援も大きなねらいとして取り組んでいます。

普段会うことが少ないきょうだい児にも来ていただき、夏祭りを一緒に楽しむだけでなく、保護者の方から日頃の思いを
手紙に書いて渡していただいたりしています。また、きょうだい児にも将来の夢や今頑張っていることを絵や手紙で教え
てもらい、みんなの前で発表してもらったり、みんなで応援したりする場も設けています。日頃からお手伝いをしてくれ
たり、何かと我慢をしたりしてくれているきょうだい児も多いと思います。
保護者の方は「いつもありがとう」「あなたのことが大好きでとても大切だよ」
と普段なかなか伝えられない気持ちを伝えられたり、職員からも「夢を応援
しているよ」「いつも味方だよ」という気持ちを伝えています。今年度も直
接園に来てもらうことが難しい状況のため、ビデオレターで職員からメッセー
ジを伝え、保護者の方には手紙を書いて渡していただく予定です。保護者の
方に手紙をお願いすると照れくさい様子も見られましたが、きょうだい児と
ゆっくりとお話する機会になればと思います。ごきょうだいも含めた家族支
援を今後もいろいろな形で取り組んでいきたいと思います。（泉川）

あおぞら園・きらきらフェスティバル ～きょうだい児の夢を応援！～

2 年ぶりにあおぞら園に戻り、現在は新規事業の準備に携わっています。
あおぞら園・きらきらは、平成 21 年 4 月に明石市様から当法人が委託を受け運

営してまいりました。私は、その年の 10 月末から着任し、園長として約 10 年間
たくさんの子どもたち、保護者の皆様、そして職員達とあおぞら園の基本を作って
まいりました。現在は、モンテッソーリアンであり、療育のプロである浅原園長を
筆頭に、若い職員も増えています。初々しく、礼儀正しい彼女たちの行動には思わ
ず笑みが出ています。
当時、「あ・うん」の呼吸で仕事をしていたベテラン職員とは、何の隔たりもな

く協力体制で仕事ができ、又、冗談を言い合ったり、悩み相談を受けたりと毎日充
実した日々を過ごしています。そして、隣接する発達支援センターやふれあいプラ
ザの皆さんも、以前から顔なじみの方や、新たな方に色々なご協力をいただいています。
そんな中、偶然なのか、以前勤めていた元職員の方や保護者の方から連絡があり、

タイミング良く、職員補充のお話が順調に動いていることには、本当に感謝しかあ
りません。
そして、10 月のあおぞらセミナーでは、前法人からお付き合いいただいていた「自閉症のピアニスト・末近功也

さん」のストーリーを演奏とともに、お母様に講演して頂きます。功也君が中学生時代から他のメンバーとのコンサー
トに行かせていただいていました。講演内容にもありますが、本当に久しぶ
りに Facebook を通じて、再開し今回の公演につながった事は、必然なので
しょうか。
また、前法人で 3 歳の時に出会い 8 歳まで一緒に過ごした K 君から 10 年

ぶりに連絡があり、彼の新たな人生のお手伝いをさせていただきました。そ
の際にも、いろいろな支援者の方にお手伝いいただき、スムーズにそして迅
速に運んだことは奇跡のようでした。
　今まさに、人と人とのつながりの大切さを痛感しています。これからも誠
実に一支援者として、粛々と前進していきたいと思っています。（飯塚）
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「食事について」内部研修の様子

ごきょうだいの夢を応援！
ビデオレターを作成するいるか組

あおぞらセミナーに向けて
リハーサルを行う末近功也君

K 君の地域支援にご尽力していただいた
支援者の方々と K 君（右から 2 番目）

明石市自立支援協議会
こども部会のオンライン会議


